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daP+ko (1-no)no a'-TV･ V-1･2,･･･(5)
である.すなわち,細胞のランダム運動の大きさに比べて,接着性の差,走化性の差が
大きい時,また細胞種の比の片寄りが小さいときに一様解が不安定になって,パターン
形成が起こる.このことから移動体の発生の初期には一様解が安定であると考えられる.
なぜなら,細胞が集合した時期にはまだ細胞分化が十分に進んでいないため,(5)式の右
辺が小さいからである.実際,未分化の細胞を液体中で回転培養した場合,細胞塊の中
で両予定細胞が分化するが,その分布は最初ランダムで,その後細胞選別が起こる2).
これは,分化した細胞の数が増えてくると一様解が安定から不安定に変わるためである.
これに対して寒天培地上での発生を観察した場合,両予定細胞のランダムな分布は見ら
れず,分化した予定柄細胞はすぐに上部に選別される.その結果,細胞塊は上部に伸び
て移動体が形成され,横に倒れて移動する (図5).寒天培地の上では細胞によって作
られたcAMPが下辺から漏れることによりcAMP勾配が形成されるので,分化した予定
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柄細胞はすぐに上部に選別されると考えれば,回転培養との違いが説明できる.
文献
1)前田みね子,前田靖男. ｢粘菌の生物学｣UPBIOLOGY東京大学出版会.1978.
2)竹内郁夫,田坂昌生. ｢粘菌細胞による分化パターン形成｣細胞社会とその形成,
江口,鈴木,名取編 東京大学出版会.pp.87-99.1989.
3)K.Inouye&I.Takeuchi.T.Motiveforceofthemigratingpseudoplasmodium of
thecelularslimemouldsDictyostelium discoideum."J.CelSci.41,53-64.
1980.
4)T.Umeda.T'Amathematicalmodelforcelsorting,migrationandshapeinthe
slugstageofDictyosteliuTndiscoideum:TBul.Mach.Biol.51,485-500.1989.
5)T.Umeda."Athermodynamiealmodelorceldistributionsintheslugof
celularslimemold.‖(insubmission).
ー474-
